



























































0/.､680% もの増加 を示 しているoさらに､ア
ジアでは､フィリピン (410%)､バングラデ




表 1 日本の在留外国人 (大陸別)人口 1984,199D
地 域 = .一 一 萱
1990 1984 替加 平 (%)
枚 数 1.075.317 840.885 28
アシ､7 924.560 782.316 8ー
ヨー ロブ八● 25.563 18.722 37
甜 2,140 I.063 一〇一44.643 30.790 4571.495 3′540 1920
オセ7=7 5.440 2.286 3ー8
構 成 羽 合 (%) 莞
雀 軌 100.0 100一〇
アシー 7 860 930 -7.0
∃一口ツ八● 24 22 0.2
77リ力 02 0 1 〇一一
北 米 42 37 6.2
南 米 66 04 0,2
オセ7=7 05 03 0
成 割 合(%)-7シー 7除 く-
捻 軌 100_0 100_0
ヨー ロブハ● 一丁 1 332 一一6.I
77リ力 14 19 -0.5
北 米 299 546 -24.7
南 米 479 63 41.6
オセアニア 36 4 1 -0.5
資料･法務省Ii_留外国人純昌I｣


















変動の跡 を示す もの と言えよう (図 1)｡
年齢別に見てみると､ほとんどの年齢層で
外国人か増加 Lているか､0-14歳 と60-64
歳では減少 している(図 2)｡ 0-14歳の減少
は､国籍法の改正により､従来外国籍にしか











1990牢には男女 とも ｢技能工 ･生産工｣が
非′新 二大 きく増えているO女子は､さらに｢芸
術家 ･芸能家｣ も増加が大 きい｡
日本のバブル経済 と性別分業 を伴 う産業労
働体制が､外国人の男性には ｢3K労働｣ を､
坂拝 L=i野郎のLil際化の特徴 - 人口からみて-
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518 15-19 削 泊 35-39 45-49 55-69 851姶 75-79
資料1㌔､1を参照
図 3 在留外国人男子の職業 : 19 84′1990
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板拝 長野IJ,I-の国際化の特徴 - 人口からみて-
表3 都道府県別､在留外国人人口の変化 こ1984,1990
131
199D l ~1-9i4-1首面~専｢福-)-~ir 1 1990 I lgBtl 1990
1′ .Al一 4 . ) 0. 110 loo. l I 4
)0,3332 99 9′3932 2 lO0 ■ 0 一.0 I.I lI8 1I-2t03ll65972ーO4 764I835029
2.153 I,986 8 0 07 0,2. 0 32 65
6.577162 5.123)394 28t7 6I20 0.8 0ー 6 2.9
I.6974,433 一一00t2.959 705 36 03 0 2■ 0 21■ tI2 3I
2ー.28310,40ll9 0 6.5813,4144 98 8720516 2一931 38 lI1 I0- 0 a45 I56 3■I
37,2492 32213.056 16.158l7 2ー23ー 9 tat8956 9064327 098 319 50a I2l6 902 5l8 8a0
76.6764 9at 46.83一3,581 6439 I276 30 70 I53 50 64 92 602 01 2 2I4 1 2 9 3
A,5405 9 23 765 3一8835 4672 07 17982 27 802 0 A6■ 0 57 37 92
lO.3243,4982 086 6,492日 5alO l68 5gl8)27 16855 37 1IIa3 0I284 4■6485
79.IBlH 94410 -70 6l一5989.428 383 297l 74107 I976 2710 l■I9 I7123I0 6t18 387
54.288209′5 790 0 4 51,964202 Ol887.85 43 9324-0I7 935 5198 054 62410 204 20416 907
8,4535一702′338 7.5005 6762′Ol3 13-4l6 l.94 0 852 0 972 653 I8
I9 3lO 6321 l45 I 159 691 47 9-0g _7.0I 0I2 2 I2 3 25754
l5.3849912 t6,033699 -442 -2r81.23 l0 Al I_90,I 9182
,363042 1.642,564 19 .-2 0 0 23 0,2.3 2 30
I,476 1′318 t2 0.7 0 I 0.2 t8
31.55T 31,0ll 2 2.3I 2 9 3.7 66
).880A 068 I,6563.783 ◆ー8 l.03 0 2一 - 0.24 2 I6
3.Ol6 2.852 14 t.6 0 3 0,3 l6
3,942し 75 3,7141 4ー 7 639 t.02 4 0 I2 0.一2 31I27

































































































表4 都道府県別在留外国人の国籍 (大陸)別割合 :1990
Ill:i ･Ji シ､7 一〇ワハ● ブリ力 ヒ米 米 セ7=7
地 政 1,075,317 86.0 2.4 0.2 4.2 6.6 0.5
北 Jー 10,333 83 8 3.8 05 9 3 )I I3
甘 滋 2.399 87 0 I.5 0 1 8 9 I5 08
岩 手 2.153 85 7 2.5 02 78 2 3 I2
宮 城 6.577 85 8 2.ー 0 7 76 28 0 8
秋 田 1.627 86 8 2.2 0 1 92 ー0 0 6
山 形 ′ー697 79 0 I.9 02 62 2ー 2 06
祐 A 4′433 86 4 一.8 02 5 3 5 6 07
茨城 12′283 76 1 2,9 04 4.3 5ー.5 06
栃 木 10,403 54 7 I,3 0 I 3.2 39.9 0 6
群 馬 日.900 55 2 1.0 0 I 2 6 405 05
埼 玉 37.249 77 1 一.8 05 3 7 6ー 3 04
千 葉 32.329 82 8 2.9 0.3 5 3 78 07
東 京 2ー 3.056 82 4 6.0 0.4 8 I I9 0 9
神 茶 76.676 73 2 3.4 02 60 164 05
斬ヰ 4.98t 87 0 I.9 09 62 24 I4
富 山 2.901 86 6 1.0 03 4 7 65 0 9
石 川 4,540 89 3 2一一 0 I 4 4 33 08
神 井 5.942 93 2 I.0 0 I 19 33 04
山 烈 3.765 77 8 2.2 02 4 5 4ー 6 0 7
長 野 10.324 78 7 一.3 0 I 3 7 5ー 2 I0
岐 与 ]3,498 84 0 0.6 0 ー 19 130 04
静 岡 23′086 52 6 I.ー 0 1 2 8 427 0 6
交知 79.16ー 815 0.8 0 1 2 0 152 0 3
三 重 ll,944 82 2 0.9 0 l 16 l48 03
汝 賞 一〇′ー70 85 7 I.2 0 7 2 2 0ー 6 0 3
京 訂 54ノ288 95 3 1.3 0 1 2 4 06 0 3
大 209.587 97 5 0.5 0 I 10 07 02
兵 FF 90一084 94 ら 2.0 0 I 2 4 06 0 3
奈 良 8.453 92 I 1.4 0 I 3 6 22 05.
和 歌 5′470 94 0 0.9 0 1 3 9 06 05
A 耽 2′338 93.9 1.2 04 2 9 I3 0 3
島 根 I.983 92 6ー 1.5 00 3 7 ー8 0 I
円 山 0ー.634 94 0 I.ー 02 2 4 I8 05
広 島 21,145 90 5 I.4 02 3 7 3丁 04
山 口 5ー.384 95 9 0.9 00 2 6 04 0 2
社 員 991 814 3.8 05 9 6 25 )8
香 川 2.36ー 84 6 3.6 . 06 64 38 08
充填 3.042 90 6 2.ー 02 5 0 I2 0 丁
有知 一.476 90 3 I.4 06 4 9 18 ID
相 田 31.551 94 6 1.0 0.I 30 06 04
佐 繋 I,880 90 3 I.5 0.4 5 2 I5 10
長 崎 4,068 86 3 3.0 0.2 8 6 I3 02
熊 本 3,016 86 I 2.5 0.2 7.4 I3 I5
大 分 3.942 93 3 一.3 0.2 3.8 07 06
宮 崎 ノー975 87 9 3.0 0.7 6.0 I3 I0
虎 児 A 2′220 83 4 3.9 0,1 9.2 ー7 I3













地域で､松本 ･大町 ･伊那 ･岡谷が属する｡
2つめのグループは､第1のグループと反対
に韓国 ･朝鮮人比率か低 くその他の外国人比
率が高い地域で､駒ヶ根 ･飯田 ･上田 ･小諸
･茅野 ･諏訪が属する｡最後のグループは韓
国 ･朝鮮人比率とその他の外国人比率の両方
が低い地域で､佐久 ･長野 ･塩尻 ･飯山 ･須
坂 ･中野 ･更埴 と県の北部の地域が属するD
以上の分布は外国人の地域的 ｢住み分け｣を
坂Jt-･壬i:野県の国際化の特徴 - 人目からみて-
表 5 外国人人口性比 :1984,1990
地 域 性 比
9ー84 1990 差
全 国 103 1DO -3
北 海 道 128 116 -12
青 森 104 87 一一8
BS 119 87 -32
宮城 0ー8 102 -5
秋 田 120 81 -39
山形 94 78 -16
相島 105 87 一一8
茨城 99 93 -6
栃 木 92 106 5ー
群 馬 101 0ー1 0
埼玉 99 102 3
千 葉 101 85 一一5
東 京 107 106 0
押 嘉 106 日5 9
斬 鳴 105 78 -27
古山 93 82 -ll
石 川 99 90 -9
福井 106 96 -9
山梨 105 75 -30
長野 93 74 -19
岐 阜 106 107 1
沖田 103 104 1
愛 知 0ー1 0ー8 6
三 重 102 102 -1
淑 賀 0ー5 104 -1
京 都 0ー2 100 -2
大 阪 一〇一 96 -5
兵 阜 103 10ー -2
奈 良 97 90 一丁
和歌 99 91 -8
鳥 取 100 85 -15
島根 107 87 -20
村山 一〇一 91 -9
広島 96 92 -5
山口 101 93 -8
牡島 118 83 -35
香川 103 87 -16
愛 娘 105 79 -27
高 知 114 0ー4 -10
稲田 106 100 -5
佐 賀 0ー8 104 -4
長崎 107 104 -3
熊 本 108 82 -25
大 分 109 93 -16
宮崎 104 78 -26
鹿児島 101 63 -39
















中 国 ll 4ー
ト"イツ 12 1ー
フ"ラシ"〟 12 34
オー ストラリア 13 16




米 国 17 7ー
イキ"リス 17 18
ヘ○ルー 7ー 18



























表 7 国籍別在留外国人 :1984′1990
国 籍 年 抄こ
9ー90 1984









仲 国 朝 鮮 4.566 L1.856
7才ス 4 ○











オー ストリ7 4 2
～"ル手■- 】 2
チェコス□ハ"ヰ7 1 ー




















南 77リ力 ー ー
エシ"フ○ト 3 O
カナクー 45 26















オー ストラリア 59 一丁
45 4
資料)去 1を参Ht(i





























































図 8 外国人人口規模順一地域集中度 一途上国に関して-




フうコエ ドイソ オーストラリア カナタ" イ‡"リス
人口 (小一大)
-ft'料)表1を参照l
坂井 長野Ll.しの国際化の特徴 一 人目か らみて
表 8 都道府県､夫妻の国籍別婚姻数 :1990
都 道 府 県 壁 -i .- 一芸' 際 結 婚 のめ る 割 合 外 国 人 対匡l の栓 歎 日本 人 華 日本 人
外 国 人 夫 外 国 人 (%) 辛
全 国 25.626 20.026 5.600 3.5 3.6
北 海 道 9ー5 122 73 016 17青 森 83 40 4 ー 0 9
岩 手 81 60 21 12 2 9
宮 城 0ー9 87 22 0 9 4 0
秋田 45 37 8 0 8 4 6
山 形 169 165 4 2 丁 4ー 3
福 島 131 110 21 12 5 2
茨 城 475 446 29 3 1 15 4
栃 木 437 411 26 4 0 15 8
群 馬 307 277 30 2 8 9 2
埼玉 1.443 1.224 219 3 7 5 6
千 葉 一.833 1.642 9ー1 5 5 8 6
東 京 7.347 5.69ー 1,656 9 ○ 3 4
神 姦 2.541 2.060 481 4 6 4 3
新 潟 218 8ー9 29 ー8 6 5
富 山 86 77 9 I6 8 6
石 川 65 49 6ー ー 1 3 1
福 井 103 88 5ー 2 4 5 9
山 梨 150 133 一丁 3 1 7 8
長 野 339 308 31 3 0 9 9
墳 卓 170 112 58 16 19
■ 岡 485 4ー 6 69 2 3 6 0
愛 知 一.316 1.003 3ー 3 3 1 3 ?
三 重 210 157 53 2 1 3 0
光 景 117 73 44 1丁 1丁
京 都 648 384 264 4 5 15
大 3.488 2.589 899 6 ー 2 9
兵 庫 957 612 345 3 ○ 18
奈 良 17ー 2ー3 48 2 3 2 6
和 歌 1ー0 90 20 19 4 5
鳥 取 38 30 8 ー2 3 8
島 根 36 27 9 10 3 0
田 山 142 108 34 14 32
広 島 305 230 75 19 3 1
山 口 138 90 48 18 ー9
韓 烏 41 36 5 10 72
香 川 65 53 12 12 4 4
責 績 77 62 15 10 4 1
高 知 30 20 10 0 8 2 0
相 田 446 261 185 I6 14
佐 賀 27 22 5 0 6 4 4
長 崎 73 53 20 0 9 2 7
熊 本 89 76 13 ○ 9 5 8
大 分 50 37 13 0 8 2 8
宮 崎 39 27 12 0 6 2 3
鹿 児 島 50 44 6 0 6 713
資料)厚′ヒ省 ｢人目動態統計 ｣
してから拡散していった (さらに拡散する)
ように思われる｡
以上の ｢集中度と人口規模との関係｣の把
握は､きわめてラフな特徴把握に過ぎないが､
このように内的国際化の普遍的なプロセスを
定式化することか肝要である｡それは､外国
人人口推計に役立つと考えられる｡
また､比較的広範囲に渡る外国人の集住拡
137
散のプロセスがあるために､外国人が集住(-
増加)の段階にあるか､拡散 (-減少)の段
階にあるかも､特定地域だけを見ていたので
はわからない｡長野県の内的国際化を考えて
いく場合も､他県の動向を併せて見ていく必
要がある､ということになろう｡
ところで､新聞等に報道される内的国際化
がかかえる問題は､無論､多くの省庁や民間
138 清ii女学E;I,t触期人一､芦研究紀要 (耶11号)
団体 と関係している (厚生省人目問題研究所､
1991を参照)｡外国人をそもそも受け入れるか
否かを法務省が扱い､釆Hした外国人の労働
条件を労働省 (や現在は建設省も)が扱い､
次に､定着､適応の過程における諸問題を警
視庁や厚生省､文部省､地方自治体が扱う｡
そして､人日学は､最も大きな適応の 1つで
ある結婚に焦点を当てる｡
家族連れの外国人労働者もそうであるが､
独身で日本にきて結婚をする者が､もっとも
日本人や地域に対して影響力がある｡表8は､
1984年と1990年における都道府県別の結婚状
況を見たものである｡データを見ると非常に
明快である｡どの県に関しても ｢H本人の配
偶者｣化か進んでいる｡そして､夫あるいは
妻どちらかか外国人と結婚する日本人の国際
結婚の割合が長野県は相当高い方に属してい
るOわれわれは､匡l際結婚の動向に注意しな
ければならない｡そして､国際結婚というイ
ヴェントに注目するのみならず､その蓄積過
程､すなわち ｢国際夫婦｣の統計的整備をも
進めていかねばならない｡
将来は､さらに在日2世に関する統計的問
題も生じてくるであろうが､現在は､分布と
結婚の2点に注目すべきであると考える｡
さて､ヨーロ､ソバ諸国では日本とは桁が異
なる内的国際化を経験している｡たとえば､
外国人比率を例にとると､ルクセンブルク
26.5%､スイス16%､ベルギー8.6%､フラン
ス8%､西 ドイツ7.8%､スウェーデン5.3%､
イギリス4.5%である (仲井斑､1992)｡それ
らと比べると､日本の内的国際化の程度は低
い｡しかし､本稿で見たように､それは急激
に進んでいる｡
ライシャワーは､国際化を ｢文明の1つの
段階が終わり､高度な段階へ移る過程で生じ
るさまざまな問題を解決する試みを要約した
表現だと思います｣(ライシャワー等､1988)
と､非常に大きな視野で述べている｡現在､
日本では､多くの ｢ニューカマー｣が塵応時
のごたごたを終えて､新たな ｢文化｣を形成
する力をため始めていると言えるOいわば､
彼ら自身の国際化の第2段階を経験し始めて
いると言えようOわれわれは､客観的かつや
さしい目でその状況を見守る必要があろうO
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